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0
今
井
堂
怒
藩

大
都
市
と
郊
外
町

都
市
間
思
聖

蚕

壁

ハ
戟

7
〇
七
六
-

7
〇
八
二
貫
､
火
iE
十
五

年
十
二
月

郊
外
町

tJは
英
語
の

S
u
b
tlr
b
併
語
り

F
au
b

ou
Tg
猫
評
の

V
o
T

s
ta
d
t
で
み
ろ
｡
本
兆

西
洋

の都
市
は
管

7
椴

に
共用
閏
に
外
廓
私
娼

ら
し
て
居
っ
て
､
外
価
外
の
用
問
か

S
u
b
u
rb

等
TJ呼
ん
で
､
邸
内

の
郡
市
+)
は
行
政
上
の
み
な
ら
ず
地

理
上

にも
明
確
な
区
別
が
あ
っ
ii

そ
れ
で
.
都
市
1)は
外
廓
か
有
つ
場
所
で
あ
る
}}
淀
菰
さ
れ
i1
粗
で
あ

る
｡
.近
代
に
な
っ
て
郡
市
が
帝
展
す
る
に
つ
れ
て
外
廓
外
に
延
長
し
.

肝
謂
郊
外
町
が
出
現
L
il
O
郡
市
の
外
噺
は
軍
邸
的
必
嬰
の
籍
め
に
法

ら
れ
i1
の
で
あ
る
が
.
現
代
で
代
金
-
紬
瀬
義
の
も
の
TJ
な
つ
L
i
tJ
同

時
に
ー
そ
れ
が
様
々
都
市
拡
陣
の
妨
害
に
な
る
の
で
'
現
代
の
大
都
市

の
多
-
で
は
外
排
か
掴
贋
し
て
~
そ
の
跡
か
輪
状
道
路
(
猫
逸
り

R
i品

strEtSS
e
)
又
は
遊
妙
退
路

(仰
舶
丙
の

B
o
tlle
v
a
rd
)
串
1J
L
L(
仕
舞

つ
穴
｡
,Y
の
鈷
塊
最
早
都
市
は
外
雌
か
有
つ

店

任
地な
り
TJ
の
総
裁
は

成
立
穴
や
.
郊
外
町
1}
都
市
1J
の
閉
り
地
理
的
限
界
は
な
-
な
つ
i1
0

従

っ
て
今
日
で
は
郊
外
町
は
都
市
1J
A
行
政
的
に
怖
剖
さ
れ
ろ
横

紙
町

村
の
意
嘘

U
な
つ
iト
｡

都
市
が
著
し
-
幣
泣
'す
る
時
は
舵
に
郊
外
町
が
出
現
す
る
の
は
歴
史

上
の
以
州
で
あ
る
O
経
略
は
屡

々
そ
の
外
廓
む
改
造
し
て
邸
内
払
拭
施

し
i1
が
ー
都
前
は
愈

々

S
u
b
u
r
b
;J
m

に
延
び
て
行
つ
ii
｡
十
六
牡
托

以
降
西
欧
各
個
の
骨
腑

が
そ
の
同
家
生
蹄
の
中
根
1J
し
て
量
に
他
の
都

抽

蝕

輔叩
ね'
増
加他
し
て
急
激
ムは
常
連
か
J､は
す
に
護
っ
て
か
ら
~
そ
れ
邸
の
昔
日･肝

は
何
れ
も
迎
HL
-
外
牌
外
_こ
延
長
し
て
､
郊
外
町
が
次
第
に
出
現
L
i1

各
岡
政
佃
は
勧
め
､
市
政
ー
食
料
品
供
給
t
給
水
ー
防
火
-
防
疫
の
立

場
か
ら
首
相
の
盈
常
七
膨
脹
か
免
除
成
し
て
~
極
力
都
市
の
郊
外
延
長

払
随
過
せ
ん
}1
L
i1
｡
俳
湖
四
で
は

l
末
四
九
年
以
兆

〓
ハ
七
二
年
ま

で
数
阿
巴
艶
の
膨
脹
か
阻
止
す
る
法
律
か
出
し
ー
鵜
苫
利
で
も

t]
>
ザ

ぺ
ス
朝
か
ら
チ
ヤ
ー
ル
ス
7
柵
時
代
に
亘
っ
て
､
倫
敦
の
郊
外
町
の
密

通
か
楽
止
し
ii
O
然
し
各
政
府
の
努
力
は
郊
外
町
健
治
の
火
勢
に
野
し

て
金
-
無
効
で
あ

っ
iト
｡
巴
里
が
幾
度
も
館
外
廓
か
撤
擬
し
て
郊
外
町

か
編
入
し
て
は
新
外
廓
か
迫

っ
て
行

つ
i1
番
安
はェ
､
巴
亀
の
地
固
上
の

放

つ
か
の
ブ
ー
ル
バ
I
か
に
ょ
つ
て
辿
る
こ
+1
が
山
光
る
｡
伯
林
の
敏

速
は
そ
の
圃
家
的
蟹
展
が
舵
俳
よ
り
.BBB
れ
i1
関
係
上
J'
十
七
倣
紐
の
中

頃
か
ら
始
ま
る
が
､
=
､
で
は
寧
ろ
政

府
の
カ
に
ょ
つ
て
計
露
的
に
組

臓
約
に
郊
外
町
が
造
ら
れ

i1
0
今
日
伯
林
銀
将
の
中
心
で
あ
る
ブ
リ
ー

ド
可
七
尾
､
ド
ロ
チ
ア
略
称
は
､
他
の
欧
洲
の
大
都
市
の
中
心
匝
寸)
輿

っ
て
仝
-
親
何
撃
的
な
街
路
か
形
追

っ
て
居
ろ
が
.
之
年
は
=
の
時
代

に
申
胎
の
ペ
か
P
y
の
緒
方
.1ニ
設
計
さ
れ
i1
郊
外
町
で
あ
っ
i1
の
で
み

ろ
〇十

九
杜
絶
に
入
っ
て
愈
速
な
都
市
啓
治
時
代
が
現
は
れ
､
郊
外
町
の

幣
展
は
従
兆
の
棟
.1
背
部
に
の
み
止
よ
ら
な
く
て
'
近
代
鈷
清
和
替
む

諸
州
に
随
所
に
見
ろ
顔
背

光現
象
_こ
七
つ
i
i
｡
=

ゝ
に
郊
外
町
即
ち
接

措
町
村
の
編
入
が

到
る
虚
に
行
は
れ
i1
｡
都
市
の
膨
脹
が
背
水
の
都
市

の
四
方
に
同
心
胤
的
に
等
牙
に
行
ほ
れ
ろ
場
食
も
光
-
は
な
い
が
ー
多

く
は
或
ろ
方
面
_こ
の
み
向

つ
て
特

ーニ
膨
脹
す
る
り
が
笹
漁
で
あ
る
｡
両

ニ
ハ況

七

l



地

球

籍
七
番

白

い
事
は
困
放
り
大
都
市
は
概
し
て
四
方
に
向
つ
て
殊
に
著
し
-
郊
外

町
が
出
水
i1
傾
向
か
み
ろ
｡
例

へ
ば
倫
教
は
チ
ー
ム
ス
の
上
流
だ
北
西

ハ
n
I
lJ
の
方
角
に
ー
巴
艶
は
セ
ー
ヌ
の
下
流
に
ー
ベ
ル
-
y
ほ
田
方

シ
ャ
ロ
･L
テ
ン
プ
ル
か
-
･>
非
か
メ
ル

ス
ド
ル
ーノ
か
ら
岡
田
が

ク
ツ
ダ

ム
の
方
向
に
伸

に
膨
脹
し
て
捕
る
.
之
な
我
が
重

点
に
つ
い
て
見
る
に

郡
市
計
盗
鵬
城
中
で
.
延
び
方
の
放
･J
少

い
の
は
北
米
の
雨
空

比
和
で

光
方
丙
葛
飾
郡
之
に
次
ぎ
ー
膨
脹
の
最
も
背
し
い
の
は
矢
張
り
国
力
特

に
柴
多
摩
耶
り
方
向
で
あ
る
0
同
和
は
現
に
十
三
の
町
の
み
ょ
り
成
り

立
っ
て
居
ろ
｡
か
ゝ
ろ
現
象
は
地
形
-
安
浦
機
囲
ー
産
業
､
其
他
の
理

由
か
ら
迎
ろ
布
で
あ

る
が
､
咋
欧
の
都
市
が
四
方
に
薙
び
石
塊
由
り

]

?J
し
て
.
欣
洲
で
は

]
取
に
西
風
か
多
-
､
従
っ
て
西
方
は
都
骨
の
汚

腔
か
免
sil一
て
比
棟
的
蹄
鵬
七
空
鼠
を
有
つ
促
通
な
住
宅
地
な
碇
供

し
て

佃
や

､
亡
が
掛
け
ら
れ
て
摺
る
O

大
都
市
開
成
の
中
で
郊
外
町
が
重
税
さ
れ
れ
ば
ね
ら

和
知
は
数
多

い

が
.
=
ゝ
に
は
や
ゝ
も
す
れ
ば
郊
外
町
の
取
故
ひ
が
過
常
で
,hTJ
い
]
二

の
場
食
む
指
摘
す
る
に
止
め
や
-
｡

第

7
は
都
市
の
大
小
変

醐

ずる
賜
食
で
あ
る
.
例

へ
げ
巴
盟
は

一
九

二
山
中
に
二
､
九
〇
六
､
四
七
二
人
の
人
口
ね
有
っ
て
大
倫
敦
､
大
潮

宵
､
大
伯
林
に
次

い
で
階
界
第
四
の
都
市
T,
な
る
0
然
し
之
は
伯
林
が

一
九
二
〇
叶
に
閉
域
の
七
市
八
十
七
デ
マ
イ
ン
デ
な
編
入
し
て
.
組
人

口
三
.
<
〇
四
1
0
0
0
人

二

九
二
〇
年
)
寸J
計
算
さ
れし
ろ
.1
頚
つ

㍗
か
ら
で

あ
る
｡
大
伯
林
の
両
横
は
約

八
七
八
平
方
粁
で
あ
る
の
に
巴

艶
は
約
七
八
平
瀬
肝
で
火
伯
林
の
十
分

山
に
及
ぼ
で,･J
い
o
之
わ
し
..i
同

刺
.1
比
J拭
す
る
の
托
す小
舟
理
で
み
ろ
0
巴
弧
の
山胤
様
の
僻
損
町
村
の
九り

第
二
既

責

ハ

七
二

で
も
人
口
約
三
五
〇
編
に
漣
す
る
｡
我
て
帝
政
止
の
隅
劉
だ
け
の
数
学

で
巴
見
な
以
て
伯

林
よ
り
小
な
り
'}
す
る
=
亡
は
出
水
な
い
評
で
あ
る

‥
の
別
は
現
今
東
京
YJ
大
阪
と
の
比
較
の
上
に
起
っ
て
居
ろ
串
で
あ
る

が
､
‥
れ
程
り
大
都
相
で
な
い
拐
食
に
-
郊
外
町
が
閑
却
gt,れ
ろ
籍
め

に
､
そ
の
都
市
の
･rA
'隙
の
人
口
上
の
大
ruが
誰
よ
ら
れ
て
居
ろ
例
が
屡

々
で
あ
る
0
例

へ
ば
り
が
ア
プ
ー
ル
で
は
川
向
ふ
の
バ
ー
ク
y
ヘ
ッ
ド

等
ー
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
で
は
隣
瀕
の
サ
ル
フ
ォ
ー
ド
等
み
加

へ
れ
ば
~

北
ハに
人
口

甘
舵
の

都
市
亡
光
-
.
グ
ラ
ス
ゴ
ー
は
其
隣
横
町
相
か
加

へ

れ
げ
甘
三
十
鞘
に
達
し
､
ハ
ン
ブ
ル
グ
は
ア
ル
･1
ナ
軽
み
加

へ
れ
ば
宵

二
十
前
に
.近
い
人
口
寸J
な

る
0
写
れ
ば
之
等
の
都
市
は
数
字
に
硯
は
れ

る
朗
よ
り
も
畢
際
に
は
二
十
蹄

乃
軍
三
十
鴇
大
き
く
､
徒
て
か
う
云
ふ

大
き
い
郊
外
町
私
有
た
わ
ケ
ル
'リ
.'
"(
ユ
ン
〈
ン
､
下
レ
ス
デ
y
韓
})

は
区
別
し
て
此
槻
qJUれ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

弗
二
に
は
大
都
市
11中
部
iE
小
都
市
1J
の
俊
治
む
比
堰
す
る
場
令
で

あ
る
0
聾
泡
都
市
の
僚
連
な
比
較
す
る
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に
於
け

ろ
首
分
率
で
現
は
L
i1
人
日
輪
加
車
軸
比
較
し
て
論
ず
る
の
で
あ
る
が

瓜
の
隙
郊
外
町
に
牲
忠
か
柵
は
氾
時
は
.
糾
論
は
純
忠
曲
,.よ
-
の
?,
な

る
｡
其
の

一
例
寸)
し
て
整
虎
か
1)
為
.
束
京
市
は
大
正
十
三
年
末
の
人

口
は

T
P
九
二
六
ー
三

1
0
人
で
あ
る
O
然
る
に
充
京
都
市
計
差
置
城

内
八
十
四
ケ
町
村
の
総
人

口
は

7
.
九
八
七
.

1
八
二
人
で
･i
内
の
其

･Y相,竣
試
し
て
居
ろ
｡
此
蕗
城
亡
未
発
な
い
明
治
十

一
年
の
術
京
市
朱
引

外
の
人
口
は
市
内
の
八

叫
三
､
四
〇
〇
人
に
射
し
て
二
七
〇
.
六
二
五

人
で
あ
り
七
の
で
あ
る
か
ら
､
郊
外
の
人
口
の
増
加
は
到
底
胎
内
の
比

で
は
た.･.B
い
○
兇
京
市
の
冶
叩
ゆ
膨
脹
は
企
-
此
の
加州
外
町
か
▲甘
･･d
者

へ
て



一研
め
て
丁
的耶
ru
n
る
O
大

輔
.,,
巾
･小

･印
TJ
り
懲
油
叫ね
比
較
す
る
隙

E3
立
り
fLr我

は
与
郊
外
町

各
自
濁
せ

中
小
都
i;
J>}
す
ろ
rfJ
rO
.H_
共

の

軸
箱
は
全
然
忠
味
わ
な
さ
ぬ
の
で
あ
る
｡
現
今
束
末
市
の
隣
揺
町
村

に
は
.
人
口
十
鶴
以
上
の
町
村

7
､
五
鵜
-
十
孤
十
四
､
二
筋
-
五
試

十
九
､

1
餌
-
二
茄
十
.
令
計
四
十
凶
餌
Mー
相
に
漣
し
て
居
ろ
｡
之
等

わ
除
-
炎

火
南
紀
願
に
放
て

十
餌
以
上
の
都
祁
は
東
京
~
桟
潰
､
枝
折

架
空

こ
､
求
;･=<:
-
十
鴇
は
位
に
宇
都
宮
.
前
橋
の
二
つ
~
二
郎
-
先
熊

の
輔
は
水
戸
､
八
文
子
ー
桐
生
.
高
崎
､
足
利
､
千
葉
~
川
崎

､
川
越

の
八
つ
あ
る
に
過
ぎ
ね
O
之
か
棚
京
朽
郊
外
の
二
鵜
以
上
､
三
十
四
筒

町
村
に
比
較
す
れ
ば
頗
る
撒

々
i1
ろ
も
の
で
あ
る
･
.こ
れ
が
閲
束
に
於

け
ろ
中
小
都
市
の
野
際
の
姿
で
あ
る
｡
英
閥
で
･J
大

都
市
の
郊
外
町
は

統
計
の
際
中
小
都
市
に
加

へ
ら
れ
て
捕
る
｡
さ
れ
ば
統
計
に
基

い
て
様

々
の
閃
鐙
J仲
秋
学
的
に
論
ず
る
時
に
は
､
郊
外
町
光
る
も
の
ゝ
偶
値
か

認
め
て
､
取
韻
ひ
上
之
に
料
す
る
用
瀬
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O
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方
解
石

粉

な

第

二
蛸

他

紙
の

溶

織

に

投

じ

空

免

の

酸
化
作
用
か
馳
ぐ
㍗
め
に
炭
鵬
瓦
斯
か
抱
じ
っ
ゝ
数
時
間
寵
沸
す
ろ
tJ

節
二
酸
化
銭
が
漸
次
増
加
し
佃
油
槽
蘇
洲
う.
ろ
1}
古
は
此
弟
二
酸
化
親

は
弼

松
嶋
ミ
化
合
し
..J
準

し
赤
城
甥
･rth
沈
.%
す
る
0
此
際
溶
綬
_こ
F
e

C
)_,
ゎ
祝
す
ろ
帖
は
F
C
･q
O
･1
1戒
践
姐
LLみ
叱
じ
‥
れ
が
F
e
2
0
三

瀬
戟

現
し
_こ
約
碑
tニ
況
し
て
其
れ
果
赤
紙
触
り
機
性
空
所
寸
や
-
に
叱
ろ
｡

揺

銀
.
新
替
糊
介

:
の
根
Tf
耳
政
和

F
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l･巾.F
e
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･t,
FcBn
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眼
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F
e
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H
V_0
,
カ
解
石
､
並
親
疎
､

F
eSiO
tJ,F
e(SiAEO
o
)
3,練

況
ポ
ー
担
朽
安

山
岩
ー品
贈
試.母
t
J
e
H
e
ri
site
粒
灰
銑
鱗

ー

舷
梯
慌

石
.

蛇
紋
岩
t
的
凝
石
~
瀦
鋭
蛸
等

の
沈
瑚
捌
Jヾ_ニ
つ
い
て
行
つ
iI
締
鵜
が

7
々
に
つ
い
て
詳
し
-
細
越
し
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